
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

丸谷利清

淺野主眞

藤原久美子

14:00 ～
新年礼拝

 新　年　礼　 拝 新　年　礼　 拝

来週の奉仕者
（１月１０日）

河島稜

日名洋
佐々木亜弥
池田優香
浅野恵子　　　　
辻総一郎
秋山恭子
山本麻美
牧唯恵伝道師
眞砂永一
浅野恵子
髙橋奈津江
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　少し前に、教会でクリスマスマルクトのイベントがありま
した。そして、ユースで出し物をする話し合いがありました。
自分は皆で何かをするという事が苦手で、その日のユースの
話し合いでは、自分は適当に答えていました。正直心の中で
は「なんでもいい」「だるい」などといったマイナスなこと
を思っていました。ある日ユースで練習していたら、歌って
いるのを止めて「このメンバーで歌えるのも最後かもしれな
い。だから皆でひとつになって歌ってみたら。」と言われま
した。
その時、心がドキッとしました。ユース皆で集まって何かを
するのが最後と聞いた自分に焦りが芽生えました。そして今
まで、賛美なんてどうでもいいと思い、皆で出し物ををする
のが嫌だった自分は違うと感じました。
そして自分は、練習から本番まで積極的に歌いました。無事
に成功し、ステージから去って皆で「終わったね」「とても
良かったね」と語っていて、自分はとても嬉しい気持ちにな
りました。ユース皆で歌った「語り伝えよ」は本当に自分の
心に残ることができた、最高の歌になりました。今年からも、
さらに年が一つあがり、進路も決まっていき、このメンバー
は当分会えないかもしれないけど、神様が与えて下さった最
高の仲間と共に賛美ができたこと、またユースの皆に本当に
感謝しています。

私は心を尽くして 主に感謝します。あなたの奇しいわざを
余すことなく語り告げます。私はあなたを喜び、誇ります。
いと高き方よ。あなたの御名をほめ歌います。( 詩篇 9:1~2)

　詩篇120～ 126水 123金 125
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山本真理　秋山恭子
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小柳豊年

　　

（ ２０２０年１２月２７日 ）
（要約者：永井匡史）

チャーチミーティング 黙示録　福澤師

 今週も詩篇 (120 篇～ 126 篇 ) を読み進めていきましょう。
今週の 120 篇から 134 篇までの 15の詩篇に、「都上りの歌」
というタイトルが付けられています。「上る」という意味につ
いては、「婦人の庭から男子の庭へと上る 15階段でレビ人が
歌った」という理解や「バビロンからエルサレムへの帰還者
のために作られた歌」「歌の音階が上昇する音調の歌」という
理解もあるようですが、一般には「三大祭の時にエルサレム
に上る巡礼の歌」とされています。120 篇は異教的な生活や
不信仰者の中に置かれている信仰者が、神礼拝を願い求める
心情を表現しています。「平和」と訳されたシャーロームとい
う言葉は、単に戦争がない状態という意味ではなく、神様か
らの祝福の総称といえます。120 篇の「平和を憎む者」(6 節 )
の「平和」は、「神」と同義と考えることができます。日本の
クリスチャン人口は 1％ですから、私達は日々、神を憎む者
までいかずとも、神を知らない人達と多く接していて、その
中で神様からの言葉を伝えようとしています。2節でも主に
救いを求めていますし、私達は自分の力で何とかしようとす
るなら無力です。121篇で語られているように、天地を造られ、
私達をも造られた神様に助けを求め歩んでいきましょう。
121 篇 5節「主は、あなたを守る方。主は、あなたの右の手
をおおう陰。」です。

牧　一穂　牧師
岩崎祥誉

西嵜芳栄
西山秀平
富岡美千男　

    １日　小根久保ゆう太
    ３日　近藤昭恵
　４日　森脇遼太
　５日　牧結果子
　５日　西嵜一喜
　　　　

　    ６日　浜田真智子　
　     　   　古谷裕美
     　　   　日名薫
　    ７日　丸谷利清
         9 日　金森郁子
　
　

１０日　小林博子
１２日　三村路子
１５日　小柳豊年
１６日　田中順子
１７日　山本真理

１７日　秋山恭子
２０日　眞砂仰
２１日　淺野主眞
２３日　平澤瞳
２４日　朽木佑太　
　　　　

２５日　鈴木たかよ
２６日　藤原ふきこ
２８日　藤原久美子
３０日　岩本嘉津代　
　　　　　

1 月の誕生者
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聖餐礼拝
スモールファミリー 

あるクリスマスの夜、アメリカにある食品工場で一人の男
性が残って仕事をしていました。
そして最後に、最終チェックをしようと冷凍庫に向かいま
した。しかし、その冷凍庫はいつもと様子が違っていまし
た。なぜか扉が開きにくくなっていたのです、それでもな
んとか扉をこじ開けて入りましたが、そこで扉が閉まって
しまい、彼は外に出ることが出来なくなってしまいました。
その扉は油圧で動く扉でした。彼は長年勤めていたので、
冷凍庫に閉じ込められることがどういうことか分かってい
ました。残念ながら彼は３日後に遺体で発見されます。し
かし検死をした結果、彼の死因は低体温症ではありません
でした。その冷凍庫は実は電源が入っておらず、死ぬよう
な寒さではなかったのです。彼の死因はショック死でした。
彼は閉じ込められてしまったという恐怖から、自らで死を
招いてしまったのです。
これは私たちの人生にも当てはまります。
詩篇のなかでダビデは私たちの人生を羊に例えています。
羊も暴れて死を招くときは、多くの場合慌てふためき、びっ
くりして死んでしまいます。だから神様は人間を羊に例え
ています。焦った時に私たちは失敗を招いてしまうのです。
だから神様は私たちに平安があるようにと語られていま
す。
神様が私たちにしようとされているのは、宝くじやギャン
ブルなどのように当たるかどうかのわからないもの。また、
一時的に何か得られるようなものではありません。
信じなくてよいものを信じるのではなく、本当に信じるべ
きものを信じていかなければなりません。

私たちの心の暗闇に神様の光が照らされました。私たちが
照らされて見えるようになるためです。しかし私たちが不
安になるのは、その先がどうなるかわからないからです。
しかし私たちは、この地上の人生を終えたあと神様のとこ
ろに帰ることを知っています。そして神様は、この地上に
あっても私たちを祝福するといわれました。それを信じて
いるでしょうか。
いちじくの木の例えがあります。聖書に出てくるいちじく
は、日本のいちじくと違います。最初に「パゲ」という初
なりのいちじくができて、そのあとに「テヘナ」という本
なりのいちじくができます。当時、貧しい人たちは食べる
ものがなく、この初なりのいちじくを食べて生きていまし
た。そんななか、イエスがいちじくの木を見ると、実がなっ
ていませんでした。聖書に「いちじくのなる季節ではなかっ
た」と書かれています。その時は、本なりのいちじくがな
る季節ではありませんでした。しかし、イエスは本なりの
いちじくをならす前の、初なりのいちじくがなっていない
ことに気づかれたのです。そこでイエスは「今後、いつま
でも、だれもおまえの実を食べることのないように。」と
言われました。その木はイエスが呪わなくても実がなるこ
とはありませんでした。すでにその木は死んでいたのです。
そしてその後、いちじくの木の前を通ったとき、その木は
根まで枯れていました。
もし今、先の見えないような暗闇の中にいたとしても、私
たちに灯された微かな光を信じて感謝できるでしょうか。
あきらめるのか、信じるのかは私たち次第です。本なりの
実は神様が成らせますが、初なりの実を成らせる決断は私
たちにしかできないのです。

「光が、やみの中から輝き出よ」と言われた神は、私たち
の心を照らし、キリストの御顔にある神の栄光を知る知
識を輝かせてくださったのです。（Ⅱコリント４：６）
私たちはいつも知恵が必要だと語られています。しかし
ここでは知識と書かれています。信じるための情報は知
識からも得ることが出来ます。私たちに過去、神様がし
てくださった素晴らしい御業を思い起こしましょう。そ
の情報によって私たちは暗闇のなかでも、一筋の光を信
じて進むことが出来ます。
７日間、ひと月、３６５日、神様が定めた節目は私たち
にとって必要なものです。１年を終えようとしている今、
今年初めに決断したことがまだ途中であるなら、来年の
決断と合わせて、その目標ができると信じて歩んでくだ
さい。そうすれば、来年必ず祝福された１年になるはず
です。

わがたましいよ。主をほめたたえよ。私のうちにあるす
べてのものよ。聖なる御名をほめたたえよ。（詩篇１０３：
１）
ダビデはなぜ神様をほめたたえることができたのでしょ
うか。それは信じていたからです。「あなたの一生を良い
もので満たされる。あなたの若さは、鷲のように、新し
くなる。」このことをダビデは信じました。
信じることがすべてのスタートなのです。

アメリカから、ある宣教師が貧しい国へ送られました。
妻や子ども達がいるなか、自分も子どもも働いてなんと
か生活をしました。しかしそれでもお金が足りず苦しい
生活を送っていました。そんななか、クリスマス時期に
なると毎年、彼の兄から５０万円分のお金が送られてい
ました。しかし、その年はなぜか遅れていました。そし
て大きな段ボールが送られてきたのです。そこには家族
全員分のブーツが入っていました。お金が入っていると
思っていた彼らは内心がっかりしてしまいました。しか
しその日から大寒波が３週間続きました。兄はその情報
を知って、彼らが困らないように防寒用のブーツを送っ
てくれたのです。しかし貧しい状況は変わりません。そ
れでも神様が与えてくださったと感謝しながら、靴を履
こうとしたところ、中にはいつもの倍のお金が入ってい
たそうです。彼は、神様が与えてくださったものに自分
で判断しようとしたことを悔い改めたそうです。
私たちも神様にたくさんのことを願ってきました。しか
し神様は今だけを見ているのではありません。一生にわ
たって良いもので満たそうとしてくださっています。私
たちはそれを信じようとすることで、今与えられている
ものを感謝することができるのです。

「信じる人」   
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ヨハネ1：9～12

　　　

神様が与えてくださるもの

信じるべきもの

信じる決断　ヨハネ１：９～１２

詩篇１０３：１～５から

神の栄光を知る知識　Ⅱコリント４：６

まとめ
私たちが願うことは、私たちが願ったことが叶えられ
ることではなく、神様と一緒にいることではないで
しょうか。もし神様と一緒にいるなら、たとえ今がど
うであれ、私たちはそのことを通してねられて、ねら
れた品性が多くの恵みを生み出します。そして私たち
を通して多くの実が結ばれ、私たちの一生が良いもの
で満たされるのです。私たちは信じることができます。

私たちが願うことは、私たちが願ったことが叶えられ
ることではなく、神様と一緒にいることではないで
しょうか。もし神様と一緒にいるなら、たとえ今がど
うであれ、私たちはそのことを通してねられて、ねら
れた品性が多くの恵みを生み出します。そして私たち
を通して多くの実が結ばれ、私たちの一生が良いもの
で満たされるのです。私たちは信じることができます。
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